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株式会社サンリオエンターテイメント

“ハーモニーランド県産県消プロジェクト”
全18市町村の名産品・グルメ・温泉が大集結！

『大分たからもんマルシェ〜18市町村の恵み〜』
ハローキティと開会宣言！初日の様子をレポート

〜エンタメリゾート化に向け、地域との連携をさらに強化〜
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株式会社サンリオエンターテイメント（本社：東京都多摩市、代表取締役社長：小巻亜矢）が運営する大分県にあ
る「サンリオキャラクターパーク ハーモニーランド（以下、ハーモニーランド）」では、2026年9月25日（金）から27日
（日）まで、大分県内全18市町村の食や伝統工芸、温泉など、地域の魅力を一堂に集めた県産県消推進イベント「大
分たからもんマルシェ～18市町村の恵み～」を開催。本レポートでは、ハローキティが応援に駆けつけた初日の様子を速報
でお届けいたします。

ハーモニーランドでは、大分県が推進する「県産県消」の取り組みに賛同し、2026年4月26日に「ハーモニーランド県産
県消プロジェクト」の始動宣言を行いました。エンタメリゾート化を見据え、行政や県内各地域との連携をさらに強化し、地
域の魅力を国内外へ発信する観光促進および地域活性化施策を進めています。

今回の「大分たからもんマルシェ～18市町村の恵み～」もその一環として開催。大分県内全18市町村が参加し、各地
域の特産品やグルメ、伝統工芸品が並ぶ「県産県消ブース」をはじめ、「農福マルシェ」や「おおいたAFF女性ネットワーク」、
別府温泉の「冷泉」を楽しめる足湯など、大分の魅力を体感できるさまざまなコンテンツを展開しています。

初日の開会式には、株式会社サンリオエンターテイメント代表取締役社長の小巻亜矢とハローキティが登場。開会式での
挨拶やフォトセッションを通じて、3日間にわたるマルシェのスタートを盛り上げました。

会場では、各市町村のブースを巡りながら、地域ならではの食や文化に触れるゲストの姿が見られました。商品を手に
取って出店者との会話を楽しんだり、別府温泉の「冷泉」足湯でひと休みしたりと、それぞれの楽しみ方で大分各地の“たか
らもん”を満喫していました。

今後もハーモニーランドは、大分のあふれる魅力をたっぷりとお届けできるような様々なプロジェクトで、地域の皆さまとともに
“エンタメリゾート化”を推進します。

＜本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先＞

ハーモニーランド 広報

info@harmonyland.jp

サンリオキャラクターパーク ハーモニーランド公式webサイト＜https://www.harmonyland.jp/＞



『大分たからもんマルシェ〜18市町村の恵み〜』初日レポート

大分県内全18市町村の“たからもん”が集結！ハローキティも登場しマルシェがスタート

9月25日（金）、大分県内全18市町村が参加する「大分たからもんマルシェ～18市町村の恵み～」がスタートしました。
会場には、各地域の名産品やグルメ、伝統工芸品などが並ぶブースが集まり、大分県各地の魅力を一度に楽しめる3日
間のマルシェが開幕しました。
初日の開会式には、ハローキティが応援に駆けつけ、マルシェの幕開けを盛り上げました。開会の挨拶でサンリオエンターテイ
メント代表取締役社長の小巻亜矢は、「18市町村を訪問し、特産物や観光スポット、そして現地での温かい交流を通し
て、それぞれの地のたからに出会ったような感動を覚える日々でした。今後は定期的に開催し、みなさまと力を合わせて大
分県の魅力をアピールしていきたい。」とコメント。ハローキティとのフォトセッションも行われ、3日間にわたるイベントのスタート
を彩りました。



大分市
にら豚丼

別府市
フライドサツマイモ

中津市
県産豚の「メンチカツ」

日田市
日田下駄

佐伯市
さいき海自カレー

臼杵市
味噌・しょうゆ

津久見市
津久見産のみかん・みかんジュース

竹田市
カボス・トマトすくいチャレンジ

豊後高田市
豊後・米仕上牛の「メンチカツ」

杵築市
七色の葛ゼリーバー

宇佐市
宇佐ブランド認証品

豊後大野市
焼き菓子

大分県内全18市町村から、各地域自慢の逸品が園内に登場
園内では、ハーモニーパークを中心に全22ブースが登場。大分県内全18市町村から、各地域自慢の名産品やご当地グル
メ、伝統工芸品などが一堂に集まり、ゲストはブースを巡りながら、それぞれの地域ならではの魅力を楽しみました。ブースで
は、大分市の「にら豚丼」、別府市の「地獄蒸し、温泉蒸しプリン」、中津市の「メンチカツ」など、各地の味を楽しめるほか、
日田市の「日田下駄」といった伝統工芸も登場。また、レストラン「ハーベストテーブル」では、津久見市の「ひろびろいけすぶ
り」や姫島村の「車えび料理」を販売。園内を巡りながら、大分各地の食や文化に触れられる機会となっています。

さらに、農業と福祉の連携から生まれた農産物や加工品を販売する「農福マルシェ」や、女性ならではの視点を活かした農
産物を提供する「おおいたAFF女性ネットワーク」も出店。加えて、“おんせん県おおいた”の魅力を園内で気軽に体感できる、
別府温泉の移動式「冷泉」足湯も登場しました。会場では、商品を手に取って出店者との会話を楽しんだり、足湯でひと休
みしたりと、来園者がそれぞれのスタイルで大分ならではの魅力に触れる様子が見られました。



【概要】
■開催期間：2026年9月25日（金）～9月27日（日）
■開催時間：10:00～16:00
■主催：株式会社サンリオエンターテイメント
■後援：大分県
■イベントコンセプト：ハーモニーランドで見つけよう！大分のたからもん
■詳細ページ：https://www.harmonyland.jp/news/21189
※マルシェエリアへの入場には別途ハーモニーランドのパスポートチケットが必要です。

『大分たからもんマルシェ〜18市町村の恵み〜』 概要

由布市
庄内梨の梨蜜スカッシュ・ソルベ

国東市
タコの唐揚げ、タコ飯、タコの旨煮

日出町
果汁100％みかんジュース

九重町
九重四季サイダー

玖珠町
玖珠米すくい

姫島村
小えび唐揚げ、車えびかりんとう

冷泉足湯ブース 農福マルシェ おおいたAFF女性ネットワーク

https://www.harmonyland.jp/news/21189
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ハーモニーランドでは、大分県が推進する、県産農林水産物の消費拡大を目指す「県産県消」に賛同し、開園35周年
を迎えた4月26日に、「ハーモニーランド県産県消プロジェクト」を始動しました。

本プロジェクトは、エンタメリゾート化へ向けたさらなる観光促進・地域活性を目指し、ハーモニーランドを訪れた方々に自然
豊かな大分の様々な魅力を味わっていただく取り組みです。

園内ではすでに、POMPOMPURIN DINERにて大分県産のプリンなどのスイーツを提供、また35周年記念メニューとして
「おおいた豊美牛」を使用したステーキや、杵築鱧の「鱧ナゲット」など、地域食材の魅力を生かしたメニューも展開中です。

参考情報

「ハーモニーランド県産県消プロジェクト」とは
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